第１章

Introduction
１．１　実験の目的

Bファクトリー実験に代表される電子・陽電子実験において光子や電子のエネギーを測るカロリーメーターとしてCsI結晶は最適な解である。
Belle実験やBaBar実験では高いエネルギー分解能の達成のためCsI(Tl)を使用しているが、現在よりも1～2桁高いビーム強度での実験(スーパーBファクトリー実験)ではビームバックグラウンドも高くなりパイルアップのためエネルギー分解能が悪化する。
発光時間の短い純CsI結晶を用いることがこの問題の解決法と考えられている。
　この背景の元、純CsI結晶とタリウムドープCsIを比較しながらこれらの基礎特性を調べることを目的に研究を行った。

１．２　本論文の構成

本論文では、測定する粒子と物質との相互作用について記した後、シンチレーションカウンターの動作原理・特性について説明する。次にキャリブレーション測定のためのデータ収集とその解析結果についてまとめる。最後にそのキャリブレーションを用いた検出器のエネルギー分解能をテストした解析結果とその考察についてまとめる。

